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研究成果の概要（和文）：本研究では物理的及び化学的観点から幹細胞の3次元培養を可能とする高分子ハイド
ロゲルを作製することを目的としている。実施期間内において、高分子水溶液のゲル化時間に焦点を当て、研究
を進めてきた。我々がこれまでに独自に開発したゲル形成法では、高分子水溶液のゲル化時間が長く、細胞をゲ
ル内に包括し培養するためのゲル作製法に不適当であるという課題があった。そこで高分子間架橋反応を触媒す
る酵素の活性化をより効果的に進行させることが予測される系を考案した。具体的には系中に塩基を添加するこ
とで、高分子水溶液のゲル化時間が劇的に短縮されることを見出しており、細胞包括に適したゲル化法を確立す
ることに成功した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to prepare a polymer hydrogel for 
three-dimensional culture of stem cells designed with physical and chemical perspectives. We have 
been studied focusing on the gelation time of aqueous polymer solution. The gel formation method 
previously reported from our group has a problem that it is not suitable for a gelation to prepare 
the hydrogel scaffold to culture cells within a gel because the gelation time is long. We succeeded 
in promoting the gelation reaction by adding a base to the gel precursor solution to proceed 
efficiently the catalytic reaction of the enzyme carrying the cross-linking reaction.

研究分野： 生体材料

キーワード： 高分子ハイドロゲル　酵素触媒反応　ゲル化時間　細胞包括

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに我々は細胞や生体分子に対して極めて温和なハイドロゲル作製法を開発している。しかしながら当該
手法は高分子水溶液がゲル化するまでの時間が長く(数十分程度)、その結果、細胞包括培養のためのゲル作製法
として不適当であるという課題があった。本研究ではこの課題を克服し、高分子水溶液のゲル化時間を数分程度
に短縮することで、従来法を細胞包括培養に適応可能なゲル作製法に改良することに成功した。また本研究成果
は、先述の応用例だけでなく医工学や生物工学等、様々な分野において利用可能なゲル作製法であると考えら
れ、そのような観点から社会的意義が大きいと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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